前略、貫けるような空の青さにつつじの花が咲き誇っているこの頃、皆様、快適なご生活をなさっていること思います。

先ほどワシントンより、中野有氏より電話があり、いろいろ意見交換しました。その１つが日本人がイラクで拉致された問題をどう思うかについてでした。次回5月11日、第29回未来構想フォーラム「教育と憲法を考える」ではこの件の出てくると思います。

　とかく政党党派第1主義になりがちな国会では不毛の討議が継続されていますが、感情論やイデオロギー世代の差異を置いて、冷静に真実の事態、今後どうあるべきか共通の話し合いの土俵（プラットフォーム）を設定できればと念願しています。司会は天才的司会能力をお持ちの新谷文夫氏が5月も引きうけてくださいました。皆様の積極的ご意見を期待しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大脇　　拝

5.11、第29回未来構想フォーラム 「教育と憲法を考える」
惜春の候、早や初夏の訪れを感じるこの頃、皆様におかれましては、益々、ご清栄のことと、お慶び申し上げます。

世界に貢献できる元気な日本の再建に取り組んでいる本会は、今回は、憲法・教育問題に知的焦点を当てます。第2次大戦で未曾有の敗戦を帰したわが国は、占領軍の指揮下、「民主国」日本がスタートしましたが、戦後、半世紀以上も経過した今日、国の基本である憲法・教育基本法の見直しの必要性が叫ばれるようになりました。65％以上の人が憲法改正の必要性を感じているという世論調査の結果にも如実に現れています。

今回、戦時中の憲法・教育基本法制定を詳細に研究されている小田村四郎先生をお迎えし、憲法・教育問題の真相、今後のあり方を巡って、世代間のブリッジをかけることを主眼に開催したします。　日頃、日本の現状と未来に対し、ご憂慮されている皆様の、積極的ご参加をお待ち申しあげております。　　敬具

　　　　　平成16年4月吉日　　　未来構想戦略フォーラム　世話人代表　　 江島　優

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

日時：平成16年5月11日（火）、午後6時分～8時45分

場所：港区商工会館第3、４会議室、Tel:03-3433－0862

港区海岸1-7-8、JR浜松町駅北口、竹芝桟橋方向へ、首都高速ガード下くぐって徒歩5分,

　　http://www.strapack.co.jp/map2/setumeikai.html

主催：未来構想戦略フォーラム（JFFSI）/花水木友の会　

会費：5千円（夕食・資料代を含む）定員：40名（先着順）、

　　　　　　＊JFFSI会員、NGO/NPO専従者、学生は３千円

申込み・連絡先：未来構想戦略フォーラム事務局　電話＆Fax：0422-71-1160、

         〒181-0002 東京都三鷹市牟礼6-23-533、IP.Tel&Fax:050-1038-1160 

　　　　  e-mail: e-mirai@igtv.net  携帯:090-8084-7030（大脇）、

３．スケジュール：　

　6：00～6：30　夕食、“私の主張”、フリーディスカッション

　6：30～7：30、発題「教育と憲法を考える」小田村四郎氏（前、拓殖大学総長）

　 7：30～8時45、 ディスカッション　

　小田村氏略歴：1923年、東京都生まれ。松陰の妹、寿子の曾孫。東京帝国大学

　　　　法学部政治学科卒業。大蔵省入省、名古屋国税局長、内閣官房審議室長、

　　　　防衛庁経理局長、行政管理庁行政管理局長、同事務次官、農林漁業金融

　　　　公庫副総裁を経て、日本銀行監事。拓殖大学第16代総長に就任、

　　　　平成15年退任。

　著書：『占領後後遺症の克服』、『今、この国を救うもの－教育改革』など

　☆　　☆　　☆　　☆　　☆今後のご案内　　☆　☆　　☆　　☆　　☆　☆
第30回、6月8日（火）,午後6時～8時50分、港区商工会館、第1会議室、　　司会：新谷文夫氏（インタークロッシング㈱代表取締役、前、㈱日本総研所長）

　　　テーマ：「アジアからの日本への提言」

　　　　　　　　　　　発題者：李鋼哲氏（日本総合開発研究機構、研究員）

　　　李氏略歴：（リ・ガンゼ）、中国吉林省延辺朝鮮族自治州出身の朝鮮族、

　　　　　　43歳、北京の中央民族大学哲学科、中央党校大学院「党建研究科」

　　　　　　卒、９０年代から来日、環日本海総合研究機構、東アジア総合研究

　　　　　　所、立教大学、東京財団などで北東アジア経済協力を研究、「アジ

　　　　　　ア共同体構想」を提言。新世紀アジア人開発研究センター理事長

　　　　　（中国）延辺大学客員教授兼務。2003年より現職。

第31回、7月13日(火)午後6時～8時50分、港区商工会館、第3,4会議室
　テーマ：「日本の国際協力におけるＮＧＯの役割」

                          五月女光弘、ＮＧＯ担当特命全権大使

　　 五月女氏略歴：１９６５年に入省後、ニューヨーク、ロサンゼルス各領事、

       ワシントン大使館広報文化センター所長、経済協力局民間援助支援室長、

       ニュージーランド・在オークランド総領事、駐ザンビア共和国・特命全

       権大使（兼・駐マラウイ国大使）、現在、外務省参与・ＮＧＯ担当大使、

       早稲田大学政経学部・明治学院大学法学部兼任講師

☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　

  その他の会合のご案内：
１、先日4月13日の「統合医療」広瀬輝夫・渥美和彦氏に関するシンポジュームには100名近くの参加者の方々がおいでになり、夜10時、レストラン閉店まで熱心な討議が行われました。　　当日のビデオ録画、3時間32分をVHS2巻に納めています。ご希望の方は事務局までお申し込みください。定価5千円、当日のスライド、およびパワーポイント説明の原稿付き。　送料は事務局側で負担。　　なお、今回の企画の協力会社の１つ、日本事務器株式会社が7月7日（東京）　7月14日（大阪）で講演会を開催いたします。

　　本ネットの参加者は全員（先着100名まで）ご招待となりますので、参加ご希望を方のみ未来構想事務局までお知らせください。5月～6月頃、日本事務器より詳細な案内が送付されます。

7月７日（水）、会場；京王プラザホテル
　　11:00～12:00　特別講演　黒川　清　先生　　
　　13:00～14:00、基調講演：渥美和彦先生「健康産業革命」
７月14日（水）会場；ホテル日航大阪

　　　　11:00～12:00、特別講演：黒川　清　先生

　　　　13:00～14:00、基調講演、渥美和彦先生「21世紀は統合医療になる」
２、経営哲学道場5月例会のご案内　「論語に学ぶリーダーの心と道」
私たち日本人の心の中や生活文化には孔子の教えの仁・義・礼・知・信が生きています。それは「正義をつらぬけ」、「言ったことは実行せよ」などです。今年は孔子生誕2555年にあたります。私たち経営リーダーもその精神的なバックボーンに論語の思想を持つことが大切です。5月例会は孔子75代直系子孫である孔健氏をお迎えし、論語のこころと基本となる考え方を学びます。今年は皆さんの人生哲学に論語の教えを加えてさらに前進させてみませんか。

会場：アルカディア市ヶ谷
日時：平成16年5月21日金18:00～21:00　
主催/日本経営道協会
■講師：孔　健中国画報社駐日総代表

チャイニーズドラゴン新聞社長兼主幹中国画報社駐日総代表、1985年、中国政府広報誌である「中国画報」日本総代表として来日。中国全国画報協会常務副会長、アジア経済開発センター理事長として活躍する傍ら、日本で初の中国総合新聞「チャイニーズドラゴン新聞」の社長兼主幹を務める。孔子論語に関する研究家として著書も多い。

著書：「日本人は永遠に中国人を理解できない」（講談社）「新説・人間孔子」（河出書房新社）「論語と日本企業」（実業の日本）など

講師　市川覚峯氏
市川覚峯日本経営道協会代表長野県生まれ。（学）産能大学研究所、KAE山城経営研究所常務理事を経て、平成3年より「日本の美しい心の源流」を求めて比叡山、高野山などで千二百日の荒行体験を重ねる。平成8年、日本経営道協会を設立、現在に至る。著書に「修行千二百日」「社風革命」「いのち輝かせて生きる」他多数。
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